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図 6: 運動量比の run毎の変動。横軸は run number，縦
軸は各 runにおける運動量比の平均値。
は見られておらず，TADA上でキャリブレーションの改
善も確認することができた。
現在もこのチャンネルをふくむ私が作成した複数の

チャンネルは TADA上で実際に活用されている。また
この結果は CHEPという学会でも発表された。

2.3 Poster Session

8月の上旬にはポスターセッションと student session

と題された口頭発表の機会があった。参加できるのは早
い者勝ちということで student sessionの申し込みには
間に合わなかったが，ポスターセッションには参加する
ことができた。ポスターの準備は大変だったが，ほかの
サマースチューデントや研究者たちと自分の研究に関す
る議論を行うことができ，とても実りあるものになった。

3 日々の生活
CERNにおける日々の生活はとても健康的であった

と思う。私はフランス側にあるホステルに宿泊してお
り，毎日自転車に 10分程度乗って職場へ移動し朝は 9

時過ぎから夜は 17時過ぎまで研究を行い，昼や夜はほ
かの summer studentの友人たちと食事をしたり談笑し
ていた。
世界中から集まった同年代の友人たちとの交流は非常
に楽しく，どこからともなく企画されたさまざまなパー
ティやレクリエーションに参加したり，日本でするのと
同じようなたわいもない会話を日々行っていた。日本人
だというと真っ先にアニメや漫画の話題を聞かれること
が多く，海外のオタクたちの知識の多さに舌を巻くと同
時に，彼らとの交流のいいきっかけとなった。特に印象
に残っているのはHardronic festivalというCERNのメ
ンバーで結成されたバンドの演奏会を友人たちと聞きに
行ったことであり，バンドの演奏にあわせてみんなで肩
を組んで定番曲を合唱できたときは不思議な感動を覚え
忘れられない 1日となった。

4 今後の抱負
この summer student programmeは私にとって初め
て国際的な大規模実験に参加する機会となった。自分が
参加した実験の性質上，自分たちのチームで得られた結
果を検出器の専門家たちのミーティングで発表する機会
が多く，たくさんの研究者たちと議論をおこなえたこと
は非常によい経験であった。これからも同様の機会があ
れば積極的に参加していきたい。このプログラムで得ら
れた知識，経験，研究意欲などを今後の自分の実験，研
究活動に生かして行きたいと思う。

5 今後このプログラムに望むこと
KEKの皆様には応募から準備，帰国にいたるまで非

常に手厚いサポートをしていただいた。そのおかげで現
地での滞在で不自由を覚えることはなかった。強いてあ
げるなら，海外の参加者がそうであったように，日本人
も物理以外の分野に携わっている者や学部生も参加でき
るような形になればより魅力的なプログラムになるので
はないかと思う。

6 謝辞
まず，本プログラムに参加するにあたってKEKの皆

様，特に宮居美紗様には大変お世話になりました。応募
書類の添削，面接練習に際しては東京大学の浅井祥仁教
授，難波俊雄助教，石田明助教に丁寧な助言をいただき
ました。研究室の先輩であり昨年のサマースチューデン
トでもあった周健治さん，樊星さんにもプログラムへの
参加に際してアドバイスをいただきました。CERNでの
指導教官であるMarkus様をはじめとするATLAS Data

Processing groupの皆様には projectに際して丁寧な指
導をしていただきました。また現地で働かれている日本
人研究者の皆様にも大変お世話になりました。最後に，
今回 Summer Student Programmeに一緒に参加した川
口さん，佐藤さん，徳武さん，中村さんのおかげでとて
も楽しい時間をすごすことができました。ありがとうご
ざいました。
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